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2011 年 1 月 13 日、プロジェクト開始以来 3 回

目となる JCC を開催しました。今回は、昨年秋

就任されたプティパット副局長が初めて議長を

務められました。JCC の議題は、前回のミニッ

ツの確認、本年度のプロジェクトの実施状況の報

告、来年度の活動計画、PDM の改訂でした。 

 
プロジェクトの実施状況についてはサワニー部

長がパワーポイントを使って説明しました。今年

度の主な活動は参加型で MDT 実施ガイドライ

ンを作成していること、メコン地域研修や本邦研

修を含み国内外でワークショップを実施したこ

と、さらに Peer Support グループ手法に基づく

被害者中心の社会復帰モデルの構築のための活

動を FFW に委託して行っていることなどです。 
 
来年度の活動計画は、MDT 実施ガイドラインの

利用、普及、修正のためのワークショップの開催、

MDT ケースマネージャーの育成、さらにチェン

ライ・パヤオ県での活動、今年度同様に日本や地

域でのワークショップを開催することを説明し、

参加者の承認が得られました。なお、JICA から

はまだ来年度の予算が決まっていないので活動

が予定通り行われないこともありうることが告

げられました。 
 
PDM については、まずプロジェクト実施に当た

っての PDM の位置づけを確認し、その上で、現

行の PDM はプロジェクトの開始前に作成され

たものであり、2 年間の活動が経過した現在、活

動の実態に即して修正する必要があるとして提

案されたものです。主な修正点は、旧版では簡単

に触れられていた被害者中心の社会復帰モデル

の構築のための活動を独立の項目とすること、ま

た県レベルの活動は 3 年目以降になるのでその

ことを明記すること、活動と成果の関係が分かり

やすいように活動を再分類することなどです。 
今回の提案は定例のステアリングミーティング

での決定に基づくものですが、今後は、この JCC
での討議結果を踏まえて、JICA 本部および

JICA タイ事務所による検討の後、最終的に

DSDW/BATWC と JICA がミニッツを作成、署

名することになるという手順も説明されました。 
 
内容にかかわる質問はなく、今後の JICA 側の合

意を待つことになりました。JCC のメンバーは

日頃プロジェクトの活動に接していない方も多

いので、この機会に PDM について知っていただ

くとともに、プロジェクトの活動の枠組みを確認

していただく良い機会でした。 
 
最後に副局長は、ご自

身がかつて東京のタ

イ大使館で働いてい

らっしゃった時、タイ

人被害者の救助に携

わられた経験を話さ

れ、人身取引課題に対

する深い理解と取組

みへの意欲を示され

ました。そして JICA
およびオブザーバー

として参加されていた日本大使館に美しいベン

ジャロン焼を贈られました。 
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